
第５節 財政予測

■年次別財政計画（令和4年度改訂）

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

【歳⼊】

【歳出】

【財政調整基⾦・市債】

※普通建設事業（特別分） ： スポーツ拠点施設整備事業、熊本天草幹線道路連絡街路整備事業など、⼀時的に多額 
                                              の予算が⾒込まれる事業  
※普通建設事業（⼀般分） ： 道路や河川の整備など、継続的に予算が⾒込まれる事業  
※令和4年度（2022年度）は当初予算数値、令和5年度（2023年度）以降は⾒込み数値 
※全額は表⽰単位未満を四捨五⼊したものであり、その内訳は合計と⼀致しない場合がある。

※⾦額は⾒込み数値
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前期基本計画

前期基本計画

 本市の⻑期的な財政運営については、地⽅交付税が令和３年度（2021年度）から市町合 

併による特例期間が完了したことによって減額され、歳⼊に⾒合った財政運営が求められ 

ます。限りある財源を有効に活⽤するためには、⾃主財源の確保を推進するとともに、特 

に物件費・補助費等の単独事業については、トータルシステムを活⽤した事業の選択を⾏ 

う必要があります。 

 また、合併特例債の発⾏期間が、令和７年度（2025年度）まで延⻑されたことに伴い、 

⼤型事業および公共施設の⽼朽化対策事業の実施については年度間での平準化を⾏うこと 

で、後年度負担を考慮する必要があります。



１．前期基本計画の⽬的

前期基本計画
■持続可能な開発⽬標とは（SDGs：Sustainable Development Goals）
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前期基本計画

 前期基本計画は、基本構想において将来像として掲げた『ともにつながり 幸せ実感 

宝の“天草”』の実現に向け、５つの理念に基づき、また、19のありたい姿の実現に向け

て、計画期間（令和５年度（2023年度）から令和７年度（2025年度））における⾏政経

営の指針として策定するものです。

島

２．前期基本計画の構成

 前期基本計画では、計画期間内に取り組む政策ごとの現状と課題を整理し、それぞれ

に施策計画を⽰し、また、成果指標を設定して取り組むものです。

３．基本構想「ありたい姿」の実現に向けた前期基本計画の 
     「政策」と位置付け（関係図：P33〜37）

 基本構想における19の「ありたい姿」にかかる主となる政策を位置付け、その実現に

向けて取り組みます。また、主となる政策の他にも、関連する政策を明確に位置付ける

ことで、政策を横断的に展開し、つながりによる効果的な事業の推進に取り組みます。

４．トータルシステムの更なる推進

 第２次天草市総合計画で取り組んできた「総合計画を核とした⾃治体経営のトータル

システム」を更に推進し、各政策および施策計画の実施にあたっては、評価、分析し、

改善を図りながら取り組みます。また、引き続き各分野別計画との整合を図ります。

５．総合計画におけるSDGsの推進

 総合計画は、本市の将来像を明確に描き、これを市⺠と⾏政が共創して実現するため

のまちづくり⽬標や基本的な⽅策を明らかにしたものであり、国際社会全体の持続可能

な開発⽬標（ＳＤＧｓ）の⽬指す17の⽬標と⽬指すべき⽅向性は同じであることから、

本計画の推進を図ることでＳＤＧｓの⽬標達成に資するものと位置付けられます。 

 総合計画では、SDGsの視点を踏まえ取り組むことから、SDGsの17の各⽬標に結び

ついていることを明確に⽰し、取り組みます。

 持続可能な開発⽬標（ＳＤＧｓ）は、先進国や発展途上国、世界が⼀丸となって、私た 

ちが直⾯するグローバルな諸問題の解決に向けて、2030年までの達成を⽬指した17の国際

⽬標です。



１．前期基本計画の⽬的

前期基本計画
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■第３次天草市総合計画基本構想「ありたい姿」と前期基本計画「政策」の関係
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前期基本計画

<理念＞ともに学びともに育つまち

 天草の将来像を描くのは私たちという気持ちをもち、ともに学び、 

ともに⼿をたずさえ、地域のつながりを深め、⼀⼈ひとりが⾃ら考え 

⾏動し活躍できるまちを⽬指します。また、誰もが歴史と⽂化を感じ、

多様性を認め合い、感謝の気持ちをもち、天草に愛着と誇りをもてる 

まちを⽬指します。
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前期基本計画

<理念＞つながり稼げるまち

 天草の農林⽔産業や商⼯業、観光業などの様々な産業がつながり、 

域内経済が好循環する新たな経済社会の仕組みを⽣み出し、“なりわ

い”を創出するとともに、誰もが安⼼して働ける場所があるまちを⽬ 

指します。

<理念＞やさしさと安⼼のまち

 天草の未来を担う⼦どもたちを育み、私たち⼀⼈ひとりがいつまで 

も元気に暮らし、お互いにやさしさと思いやりの気持ちを持ち、地域 

ぐるみで助け合い、⽀え合い、安⼼して住み続けられるまちを⽬指し 

ます。
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前期基本計画

 <理念＞⾃然と共⽣するまち

 天草の恵まれた⾃然を愛し、学びを通して⾃然環境の保全や⾃然資 

源の活⽤に取り組み、⾃然と共に⽣きるまちを⽬指します。また、様 

々な分野と連携した取り組みにより、脱炭素社会の実現に向けたまち 

を⽬指します。

<理念＞挑み続ける⾏政経営に取り組むまち

 ⾏政は、市⺠の視点に⽴ち、社会のあらゆる変化に部署を越えて総

合⼒で対応するとともに、職員⼀⼈ひとりが最⼤限の能⼒を発揮でき

る組織づくりを⽬指します。また、安定した財源の確保と的確な投資

による健全な財政運営を⽬指すとともに、効率的かつ効果的な⾏政シ

ステムにより、挑み続ける⾏政経営を⽬指します。
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